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eaves house
①静岡県浜松市　③㈱エムエースタイル建築計画　
④㈱荒川工務店　⑤木造、地上 2 階　⑥ 70.75 ㎡

N の住宅地の住宅
①静岡県浜松市　③木村松本建築設計事務所　
④ K’sFACTORY  ⑤木造一部 S 造、地上 2 階  ⑥ 116.44 ㎡

Nesting in the Sky
①静岡県三島市　③ acaa　④大同工業㈱　⑤木造、地上 2 階
⑥ 105.26 ㎡

揚羽の家
①長野野県北佐久郡　③㈱セルスペース　④第一建設㈱
⑤木造、地上 2 階　⑥ 114.48 ㎡

名古屋のコートハウス
①愛知県名古屋市　③㈱保坂猛建築都市設計事務所　
④㈱服部工務店　⑤木造、地上 1 階　⑥ 196.11 ㎡

羽根北の家
①愛知県岡崎市　③佐々木 勝敏建築設計事務所　
④丸平建設㈱　⑤木造、地上 2 階　⑥ 149.07 ㎡

潜る地層・上がる地層
①愛知県大府市　③倉橋友行建築設計室　④箱屋　
⑤木造、地上 2 階　⑥ 131.79 ㎡

中土間の家
①石川県金沢市　③竹内申一建築設計事務所　④加賀建設㈱
⑤木造、地上 2 階　⑥ 204.19 ㎡

住宅部門 入　賞

緑園生活
①愛知県大府市　③㈱ワークキューブ　④㈱土樹和　
⑤木造、地上 2 階　⑥ 107.91 ㎡

大野の家
①岐阜県揖斐郡　③ AIRHOUSE DESIGN OFFICE　
④丸平建設㈱　⑤木造、地上 2 階　⑥ 128.36 ㎡

Arakabe
①静岡県駿東郡　③ツクリト建築設計事務所　④㈱富創　
⑤木造在来工法、地上 2 階　⑥ 175.67 ㎡

入　選
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第 32 回　JIA 東海支部設計競技「首相官邸」　金賞受賞者の声

難民が流れ込んだ日本
という視点から
一般の部　金賞
原　正彦｜東洋大学人間環境デザイン学科技術員

「知りたい」という思い

学生の部　金賞
上奥璃奈｜愛知淑徳大学 3 年

官邸の本質

学生の部　金賞
中村純子・三屋皓紀｜大阪大学 4 年

　この度は歴史あるJIA東海支部設計競技において、名誉ある賞を
いただけたことを感謝しております。昨年度から他の設計競技とは
一線を画するような個性的な題目が続き、応募者に対し「建築とは社
会的な行為である。君は、社会と向き合っているか?」と、問うような印
象の下、課題と向き合いました。
　2015年は近代社会の矛盾の発露が多々見られた年として一つの分
岐点であり、その最たる例が「テロ」と「難民」の問題だと思います。私
の提案では、日本に難民が流れ込みさまざまな要因の結果、郊外にス
ラムが形成され、そのリーダー的存在の家を「首領の家」ではなく、「首

　“「首相官邸」を一戸の住宅としてとらえたとき、果たしてどんな住
宅が描けるだろうか?”という課題文を読んだとき、首相がどんな人間
なのか知りたいと考えた。しかし、調べてもニュースや動静などばか
りで首相がどんな人か分からない。首相官邸という場所が私たちに
とってどんな場所なのか、首相官邸で何が決まっているのか分から
ないことばかりだった。さらにネットでは極端に偏った首相の人物像
を書く記事があり、「首相だって人間なのに…」という気持ちが生まれ
た。そのうちに「どうしてわからないのか?」という問いに変わり、そし
て最後に「首相が遠い存在、身近に感じられないからなのでは?」とい

◉官邸とまちのつながり方
　首相官邸は何のためにあるのだろう。この存在と向き合う上で最
初からずっと考えていたのはこれだった。官邸は国の将来について
語る会議の場の集まりであり、ある意味「究極のprivate」空間だ。か
つ、国民全員のためにあり民意を反映する「最もpublic」な存在であ
る。この相反する性格を持つ空間はまちとつながるべきだと考えた。
　官邸内の各機能の空間がまち中に散らばり、その空間をまちなか
の建物が形づくり、まちの通りが廊下になったら、人々のprivateな生
活空間と官邸のprivate空間をそれぞれのpublicな空間を混ぜてつ

相官邸」として提案しました。難民が入手可能な材料（配達のパレッ
トなど）で、家をつくると考えてスタディを重ねた結果、原始の小屋の
ような掘っ立て柱形式の官邸がで
き上がりました。また、人のつくる
力が近代を乗り越える願いも込め
て、看板に覆いかぶさるように設
計しました。
　JIA東海の社会性を孕んだ特異
なコンペが今後も続き、私の提案が
一般の方々にも建築に興味を持つ
端緒となれたら幸甚に存じます。最
後にこの場をお借りして、お世話に
なりましたJIA東海の先生方に対
し、心からお礼を申し上げます。

う考えに至った。
　そして出来上がったのが今回の提案である。首相を私たちが暮ら
す家に招き宿泊する。衣食住を共にしたとき、首相はどんな人間だろ
うか?　そして首相はありのままの暮らしを見て何を考えるのだろう
か?　そしてこの国はどう変わるだろうか?
　ゲスト審査員の西沢大良先生をはじめ審査員の皆様に議論や評価
をいただけたこと、コ
ンペを開催していただ
いたJIA東海支部の皆
さま、支えてくれた大
学の先生方、友人にこ
の場をお借りして心よ
り感謝申し上げます。

なげることで、各private空間をまち全体で極限まで近づけることが
できる。人々の生活の中で国の将来のための会議が行われ、会議と会
議の合間の時間は首相や大臣とまちなかの人々の交流の時間にな
り、国民は政治を身近に感じ関心を持っていくだろう。これが私たち
の「“官邸の本質”を追求した空間的解」だった。
◉案のひろがり
　この審査会で、本当に面白い案は、国などの選択肢の多さではなく
案自体のひろがりなのだと感
じた。建築は「いつまでも成長
しひろがる洗練」が求められる
のではないか。金賞だけでなく
建築に対する価値観や知恵を
得る機会をいただけたことに
本当に感謝しています。

作品名「起きて半畳、寝て一畳～20XX年、
スラムの中の首相官邸」

作品名「首相官邸システム」

作品名「縁の下のちからもち」
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JIA 愛知発

タイルとレンガとテラコッタの日

法人協力会主催 CPD 研修見学会

❶株式会社 LIXIL協力工場
　（日本モザイク）工場見学
　日本モザイクは㈱LIXILのグループ企
業として、焼き物のまち常滑を生産拠点に
セラミックタイルを全国に供給、展開して
いる工場です。主な生産品目は、外装モザ
イクタイルです。多治見地区の工場ではタ
イル製造にあたり『原料・釉薬・生地など』
分業化が進んでいる中、日本モザイクでは

『原料～釉薬調合～製造』まで一貫製造を
することで高品質のセラミックタイルを製
造しております。今回、『原料調合～釉薬
調整～プレス成型～焼成～梱包』一貫製造
ラインを見学していただき、セラミックタ
イルは工業製品でありながら焼き物特有
の自然な味わいをもち、人々の感性に高い
訴求力をもつ卓越した素材であると感じ
ていただいたと思います。
●参加者感想

　釉薬の調合やタイルの色差解消のシェ
ア、天日下での目視確認などデリケート
なヒューマンレベルでの商品管理を知り
ました。最近は自社新製品も次年には中
国から模倣ローコスト品が発売されてし
まうそうです。

❷INAXライブミュージアム見学
　当ミュージアムは2006年、「窯のある広
場・資料館」「世界のタイル博物館」「陶楽工
房」の既存の文化施設に「土・どろんこ館」

「ものづくり工房」が加わり、焼き物のまち
「常滑」にグランドオープンしました。さら
に2012年、「建築陶器のはじまり館」を新
設し、この6つの館を散策しながら、土と
焼き物が織りなす多様な世界を体感して
いただきました。土・どろんこ館では「光る
どろだんごづくり」にも挑戦していただき
ました。窯のある広場では土管を焼いてい
た大正時代の窯と建物、煙突を保存し内
部を公開、日本の近代化に欠かせない土
管の役割や、製造に用いた貴重な道具・機
械類を展示しております。また、日本のト
イレ文化の華、青と白で美しく装飾された
染付古便器も展示しております。
●参加者感想

　最も印象に残ったのは明治以降の和便
器コレクションです。繊細に染付された
大小便器の絵柄とシルエットは絵皿や食
器と同レベルの美を感じる物でした。こ
んな便器があったらトイレのインテリア
のレベルは劇的にUPするだろうなと先
人に気づかせてもらいました。

❸とこなめ陶の森陶芸研究所見学
　（DOCOMOMO Japan 近代建築
　184選）
　陶芸研究所は、故堀口捨巳氏の設計で
昭和36年に本館やアトリエなどが建設さ
れました。淡い紫色の外壁には、常滑焼
の窯から流れてくる煤を洗い流せる当時
最先端技術だったカラコンモザイクが貼
られています。中でも、堀口氏は「陶芸作
品の展示室には、自然光線が一日中、平
均して入るように考慮し」ており、屋上
の四方にモールガラスを張った三角屋根
が突出し、そこから入る光が屋根裏に反
射して室内に送られる設計がなされてい
ます。ガラス部分だけでなく、屋根全体
が明り取りとなっています。一般開放さ
れていない屋上まで見学することがで
き、モダニズム建築としての特徴や堀口
捨巳の設計思想について理解を深めると
ともに、地域に根付いた建築と施設な
ど、現代の建築に求められている課題を
それぞれの見地から見ることができまし
た。
●参加者感想

　管理者の市が新築時のオリジナルにこ
だわった維持管理をしています。屋根の
防水補修の必要性など気になる傷みはあ
りますが、この建物の良さを評価し、維
持する姿勢の尊さを感じました。有意義
な機会でしたがJIA会員の出席者は6名
で少なかったことが残念でした。

酒井良和（本文）｜
㈱LIXIL 中部支社

伊藤彰彦（参加者感想）｜
パパカンパニー光るどろだんごに挑戦 窯のある広場

　12月2日、JIA愛知地域会・賛助会企画の研修見学会を開催しました。本見学会は、JIA会員
の皆さまへの認知活動の一環として、また、見学会を通じて今後のお仕事に役立てていただく
ことを目的として企画いたしました。今後も出張見学の研修を開催しますので、ご支援・ご協力
をいただきますようお願いいたします。＜参加者数＞会員6名　法人協力会員6名  合計12名
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　昨年から登録建築家の話題がチラホラ皆さんの耳にも届いて
いると思います。自分にはあまり関係のない話のように感じてい
る会員も多いように思いますが、そもそもこの制度は「誰のため
の、何のための制度なのか」ということを会員一人一人がもう一
度考えてみて欲しいと思います。
　建築家資格制度制定の背景には戦前からの長い歴史がありま
す。昭和25年に建築士法が制定されましたが、建築士法は単なる
技術者の資格法であり、JIAの前身である日本建築士会（現在の
日本建築士会連合会とは異なります）が制定を目的としてきた職
能法とは異なる不十分なものとなってしまっています。国際基準
にあった建築家職能の法制化は現在のJIA の基盤をつくった先
人たちの悲願であったのです。そして現在のJIA会員であるわれ
われは建築家資格制度が将来の国家資格制度を見据えた運動で
あることを理解し、自らが登録建築家となり、また多くの登録建
築家を生み、育て、この制度が社会に認知され定着していくよう
に努めなければなりません。
　登録建築家の認定審査が年に一度であるため、この原稿が皆さ

んの目に触れるころには新規登録の受付が終わっていると思わ
れます。今年のチャンスを逸した会員は来年こそ登録をしてくだ
さい。そして過去に登録建築家の認定を受けたが、更新をしな
かった会員は2月15日までに再登録をしてください。また今年更
新時期を迎える皆さんは必ず更新を忘れずに行ってください。

U 3年間で36単位のCPD単位を取りましょう
　JIA正会員及び登録建築家は、それぞれがそれぞれの規定、規
則によってどちらも3年間で36単位を取得するように定められて
います。特に登録建築家の更新にあっては単位の取得が必要条件
となっていますので、間際になって慌てることのないように日頃
から認定プログラムに関心を向け、積極的に単位を取得するよう
にして下さい。

※更新時の必要単位数は更新年度などによって異なりま
すのでご注意ください。

登録建築家の再登録は2月15日までに！

藤巻志伸｜愛知 職能・資格制度委員長

　第15回長者町ゑびす祭りに参加する
「建築家フェスティバル 2015」が、11月
14、15日に開催された。段ボールによる
ワークショップでの造形体験、防災の知
識を広める災害時用段ボール家具の紹介
など、遊びと学びの場所を提供し、JIAの
活動の広報も目的とした「建築家フェス
ティバル」は今回で3年目。多くの来場者
でにぎわい、家族連れで来られている人
の中には昨年のリピーターも見受けられ、
造形体験も地域に広まりつつあることを
実感した。
　今回は、「段ボールカード」と「段ボー
ルメダル」の体験をメインに実施。昨年の
カードに改良を加え、四角い形状のカー
ドから三角・六角のコネクターを追加した
ことで、さらなる造形の展開を期待した。
つくり方を見ていると、子どもたちは四
角を多く使用するのに対し、女性（親）は、
四角より三角・六角のカードを使って組み

立てる。ありふれた四角より、何か違った
変化を求めるのか、三角・六角を使って柔
らかさのある斜めラインをつくり出して
いる。
　段ボールメダルを製作する子どもには、
六角形のカードが人気。形状に合わせて、
角のスペースに絵を描いたり、塗ったりす
る。カードにある角の数だけ、たくさんの
考えを思い巡らしている。長い時間、横で
待っている親をほっといて一心不乱な様
子や、完成したメダルを記念に持ち帰って
行く子どもの笑い顔も印象的だった。
　段ボールカード、段ボールメダルの「創
造・創作」の造形体験は、形の捉え方が人
それぞれあって面白い。ここでは、みんな
が『考える』ことを楽しんでいる。イベン
トの終わりに片付けに入ると、小さな子
ども達がつくる手を止めて手伝ってくれ
る。それも、早く片付けすることを子ども
たち自ら競い合い、形（角）をそろえるこ

とを楽しんでいるように。最後は、こちら
スタッフがほっこりさせられたひととき
だった。感謝。

造形「形（角）を楽しむ」／建築家フェスティバル 2015

ダンボールカードの構造物が高層ビル群のように立ち並ぶ

ダンボールメダルに一心不乱に色を塗る子どもたち

小坂井　孝｜野口建築事務所
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　持ち出し役員会の今回は、伊東豊雄氏の設計による“ぎふ　メ
ディアコスモス”で行われました。講演も拝聴でき、年齢を感じ
させない氏の作品や取り組みに建築家の気概を感じました。支部
は来年度への体制を組み始めています。故を大切にし新しきを取
り入れる骨太で進取のある会になるように、皆さ
まのご協力をお願いします。

日　時：2015年11月27日（金）13：30 ～ 15：30
場　所：みんなの森　ぎふメディアコスモス「おどるスタジオ」
出席者：支部長、理事2名、幹事11名、監査2名、オブザーバー10名

1．支部長挨拶

　岐阜地域会の皆さま、本日の持出役員会の設営ありがとうござ
います。長丁場となりますが、よろしくお願いします。（石田）
2．報告事項

①第7回東海支部CPD評議会（10/30）（塚本）
・	プロバイダー申請2件、プログラム申請：21件中11件認定、10

件修正
・	10/22愛知地域会協力会にCPDに関する講習会を行った。
・	支部資格制度委員会よりWEB・DVD研修につき内容の問合せ

あり。NPO法人建築家教育推進機構に資料の提出を要請中
②JIA東海支部大会2015実行委員会（11/13）（谷村）
・	登録者数162名（未確定）
・	愛知地域会の負担金（60万）については,収支の結果により減額

した金額の会計報告とする。
③第32回JIA東海支部設計競技（11/14）（矢田）
・	2次審査、表彰式等をTOTOマルチスペースにて開催。参加人

数73名
④ 東海支部選挙管理委員会（11/20）（久保田）：立候補者全員が当選：
監査　鳥居久保、服部　滋
⑤ 退会届：鈴木達也（辰巳設計）
3．その他

　アーキテクトの配布先について（牧）
・	配布先の確認が必要。配布先選定になんらかのルールが必要か

もしれない。
・	まず、配布先のリストアップをお願いする。（石田）

≪議　事≫
1．審議事項

①入会申込:法人協力会員㈱ピアレックス・テクノロジーズ　承
認、個人協力会員　南部雅春　承認
②後援名義使用許可：（公財）可児市文化芸術振興団「世界劇場会
議国際フォーラム2016in可児」承認　
③広告協賛依頼：㈱日刊建設通信新聞　「新春企画特集号　中部
の明るい未来に向けて」　承認
④第23回JIA東海学生卒業コンクール2015（11/24）（吉川）
・	1次審査を公開審査にする。最終審査日程未定。
・	審査会を各地域会持ち回りにすることを検討していきたい。
・	2016年度 事業計画書 　承認
2．協議事項　なし

3．その他

①JIA事業活動助成申請「建築ラリー 2016」（中西）
・	建築家とまちを歩こう＋建築文化講演会＋建築文化シンポジウ

ムの3事業を集約的に行う。
②フレッシュマンセミナー参加者について（久保田）
・	愛知地域会　塩田有紀氏
③フェロー会員推薦について（鳥居）
・	芦原会長の意向:フェロー会員は頑張っている現役世代が受け

るもの、現役世代の励みになるもの
・	寄付は後進を育てるために使う。寄付は全額控除予定。
・	東海支部には12名の枠があるが盛り上がっていない。12/21（月）

までに推薦をすること。
④建築トラブル　弁護士紹介について（久保田）
・	相談できる弁護士を擁する必要性があるのではないか。今後の

検討課題とする。
⑤アーキテクト2・3月号　法人協力会員広告協賛について（久保

田）
・	2月号：静岡　10万　　3月号：三重、岐阜　各5万
・	1万円以上の協賛は企業では本社稟議が必要なため出しにくい

世情。2.5万円/社を1万円×3社のように融通を効かせてほしい。
（加藤） 

東海支部役員会報告

奥野美樹｜奥野建築事務所
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データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

藤岡農業倉庫

寺部

データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

れ梁間方向の補強、一方陸梁中央の真束下端
に挟み二重梁を入れ、真束を筋交でつなぎ桁
行きの振れ止めの補強、四隅に火打ち梁を入
れ、トラスの一つ置きにも火打ち梁を入れるな
ど水平面を固めている。一方、下屋の庇は束立
ちで 、梁の架構は京呂組とするなど伝統的な
和小屋形式である。

追加指定が望まれる。
　ところで、現状では集落と矢作川との狭間
に建売住宅が入り込み、また、南側の国道を
越すと宅地造成工事が進行中である。さらに
その南方には「豊田スタジアム」「豊田大橋」が
遠望される。歴史街区との対比が今後どのよ
うに展開していくか注目される。

■発掘者のコメント
　豊田市の西部、旧藤岡町役場の近く、建物の
外壁に「藤岡農協倉庫」と白字で描かれた大き
な文字が目に入ってくる。一見土蔵に見える
が、土蔵としては大きい。反対側に回ると農協
の建物のひとつであることが判る。どっしりと
した、存在感のある建物である。お話によると、
この農業倉庫は米の貯蔵庫として昭和初期に
建てられている。当時の政府指定倉庫として、
村内で生産される米麦の集荷保管に使われた。
最大収容能力は玄米換算（60キログラム）で
6,600俵。常温式倉庫のため、戸前が狭く、米麦
の搬出入はすべて人力、男子職員総出で行っ
たという。

■発掘者コメント
　“寺部”は“挙

ころも

母（衣）“に対峙して矢作川左岸
にあり、かつては尾張藩に属する石高一万四千
石を領有する寺部領であった。集落の北西隅
に領主の陣屋跡が残存する。陣屋跡の南に
は、慶長15（1610）年に入封した初代領主で
ある「渡邊半蔵守綱」を祭神とし、明治期に家
臣により創設されたという「守綱神社」が鎮座
している。
　ちなみに裏千家中興の祖と称される玄々斎
は奥殿藩第七代藩主松平乗友の子で、寺部十
代領主規網の実弟である。
　街区の東西端にはそれぞれ領主渡邊家、奥
方の菩提寺である「守綱寺」「随應院」があり、2

　構造形式は木造平屋建て、桁行10間、梁間5
間、土蔵造り、切妻屋根桟瓦葺きである。外壁
は下屋ともに押縁下見板張りである。建物内部
は5間四方の倉庫を2室並べ、正面に奥行き2
間の下屋を付す。入り口は各倉庫の正面中央に
設ける。内壁は漆喰の上塗り、多数の角材を建
てて保管荷物が直接壁に触れないようにして
いる。貯蔵庫各室背面に2カ所ずつ、妻壁にも
それぞれ霧除庇付き高窓を設ける。床面近くに
鉄製の床上換気口が2間間隔で設けるなど、建
物の性格上、換気に配慮している。
　小屋組みは、キングポストのトラスを桁行1
間ごとに入れ、両妻と仕切りの壁は和小屋と、
和洋の併用である。トラスごとに挟み方杖を入

カ寺の墓所は市指定史跡となっている。さら
に「守綱寺」の南には「八幡神社」を配する。集
落中央部では常夜燈を設け、ここを起点とす
る古道（善光寺道）の道標も並立している。
　集落内の建物は遊佐家・松本家の長屋門（市
指定）を除きほとんどが建て替えられている
が、程よく要所に点在する寺社類の歴史建造
物や常夜燈、道標などの歴史環境が住環境の
奥行きを感じさせる。加えて寺社叢の緑影が
その場の気を和ませている。
　なお、寺部における建造物の文化財指定は、
前述の長屋門2棟の他では「守綱寺」の「本堂・
鐘楼堂・太鼓堂・山門」に止まっており、「随應
院」や「八幡神社」における諸建造物や史跡の

飯野小学校●

●豊田市役所藤岡支所

●豊田郵便局

藤岡農業倉庫

419

大きく白字で「藤岡農協倉庫」と描かれた
外壁

どっしりとして、存在感がある正面 キングポストトラスの小屋組み

林　廣伸｜林廣伸建築事務所

所在地：愛知県豊田市寺部地区
アクセス：名鉄三河線・豊田線
　　　　　「豊田市」下車、徒歩30分

所　在　地：豊田市藤岡飯野町下貝戸
建　設　年：昭和初期
構造・規模：桁行十間梁間五間 土蔵造り
　　　　　　2間の下屋付き

三輪邦夫｜RE建築設計事務所

随應院　鐘楼門 八幡神社　社殿群 守綱神社 常夜燈・道標
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東海とっておきガイド　｜静岡編｜ 望月美幸（望月美幸建築設計事務所）

　昨今、B級グルメと称した食べ物が全国各地で乱立気味
であるが、多分にメディア戦略・地域振興のにおいを感じ
るものが多い。今回その種とは一線を画した一品を紹介し
よう。おでんの「ふわ」である。今や全国区となった「静
岡おでん」に詳しい人でも??? となるかもしれない。それ
もそのはず、私の知る限り「ふわ」は地元静岡競輪場の売
店でしかお目にかかれない代物である。見た目はレバーの
ようであるが、「ふわ」は牛の肺である。静岡おでん特有の
黒い出汁で煮込まれ、食感は高野豆腐のような歯ごたえで
あっさりして美味、何本でもいける。青海苔とダシ粉をか
けて食べれば最高である。1本100円。競輪専門誌を片手
に食らいつくのが正しいお作法。競輪場はB級グルメの宝
庫です。是非皆さまも地
元で独自の味をお探しく
ださい。

知る人ぞ知るB級グルメ

84

「地元」を感じさせるローカル線の風景

　最近、家族で県外へ車で旅行に行くことが多い。目的の観光地までの道
すがらは、コンビニ、ファーストフード、チェーン外食店、どこも似たような
風景にげんなりする。そんな中、地元住民の足として行き交うローカルな
電車・バスを見かけると、その土地に触れたような気がして嬉しくなる。
　私にとってのローカルは静岡鉄道長沼駅の風景だ。駅に隣接する木造
の車両工場が昔ながらの風景をとどめている。今は修理点検のみの工場
だが、その昔は自社製車両をここで製造していたらしい。そういう歴史に
思いを馳せる。
　あなたが普段何気なく通り過ぎる風景のなかで、地元を地元たらしめ
ているものは何ですか?

ローカル線の車両工場

静岡競輪場でしか食べられない!?　
美味おでん・牛の肺臓「ふわ」

地域会だより

＜東海支部＞
11/27	 みんなの森　ぎふメディアコスモス見学会・講演会・懇親会
1/29	 支部役員会
2/26	 支部役員会
3/25	 支部役員会
＜静岡＞
12/10	 12月静岡地域会定例役員会（拡大）の開催、忘年会
1/14	 1月静岡地域会定例役員会の開催
1/22	 平成28年建築関係団体新年会を共同開催
2/10	 2月静岡地域会定例役員会の開催
3/3	 3月静岡地域会定例役員会の開催
4/25	 2016年度定期総会の開催
＜愛知＞
11/18	 社会貢献CPD紙コップタワーを作ろう
11/28	 事業委員会　猪高小学校建築教室
12/2	 賛助会企画CPD研修　見学会（LIXIL）
1/15	 賛助会商品PR会+新年会
2/4、10	 実務セミナー古澤弁護士を招いて
2/5	 役員会
3/4	 役員会

＜岐阜＞
2/5	 第6回 役員会　場所：コア2階
2/5	 「JIAの窓」　場所：岐阜市美殿町37　コア2階
	 ○第1部「まちづくり」 講師：栗本真壱氏・車戸慎夫氏
	 ○第2部「CPDについて」 講師：藤井孝一氏
4/27	 岐阜地域会 通常総会・懇親会
	 場所：ホテルグランヴェール岐山
＜三重＞
11/6	 第5回例会、会員研修会4「JIA会員による発表」
	 （森本雅史、米田雅樹）
12/11	 第6回役員会、第6回例会（持出しTOTO名古屋S/R）、
	 会員研修会5「建材研修会」、忘年会
1/15	 第7回例会、会員研修会6（三重県総合文化センター）
1/23	 建築ラリー 2016（※詳細はP22Bulletin Boardに掲載）

～ 	 建築ウォッチング「建築家と松阪を歩こう」（1/23）、2/7
	 建築ウォッチング「建築家と四日市を歩こう」（1/30）、

	 建築文化講演会、建築シンポジウム（2/6）、
	 建築ウォッチング「建築家と伊勢を歩こう」（2/7）
3/11	 第7回役員会、第8回例会
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中で物件の「いま」を描いた私の水彩画が4点
掲載されています。　　　　　　（福田一豊）
●今月の「保存情報」に鐘楼門の事が紹介さ
れておりました。少し気になってパソコンで
調べてみたらその参道には綺麗な蓮の花が
咲くようです。お寺に咲く蓮の花は日本人に
は落ち着く風景です。ふと、昨年の夏に訪れた
奈良の国宝唐招提寺の事を思い出しました。
唐招提寺は南都六宗の一つである律宗の総
本山です。鑑真が建立した寺院で1998年に古
都奈良の文化財として世界遺産に登録され
ています。唐招提寺金堂の空に反り立った屋
根は力強さが感じられ実に良いバランスで
す。建物はさておき、唐招提寺堀の蓮池はた
いへん綺麗で見ごたえのあるものでした。大
きな葉に蓮の花が咲き、何とも美しく、心が落
ち着いた事を思い出しました。お釈迦様の台
座がなぜ、蓮の花なのか、ご存知でしょうか。
一説によると蓮は泥水が濃いと大輪の綺麗
な花を咲かせるようです。人生に置き換える
と泥水はつらく苦しいこと。その泥水の中で

●昨年10月から始まった16ページ建てが今月
号で4回目になります。定番外の新しい記事や
中断しているものなどを組み入れる空きペー
ジを確保するため、ページ構成とその内容の
模索が続いています。現在のブリテン・会報
委員会は新しい方の加入がなくメンバーが固
定化しています。新しい息吹を吹き込んでい
ただくために、新年度から特に若い委員が加
わりスタートできることを心から願っていま
す。本誌に連載されている「保存情報」のⅠ・
Ⅱの続編「Ⅲ」が昨年暮に出版されました。
Architectでの掲載の積み重ねが、この本の
誕生につながっています。地域会の研究会が
連続して発行している唯一の出版物でもあり
ます。今回はグラビアページを充実させ良い
仕上がりになったと思います。是非ご購入い
ただきますと共に、多くの皆さまに読んでい
ただけるようご紹介ください。ちなみにその

編 集 後 記 こそ大輪の花が咲く。蓮の花とは人生を生き
ていく中で花を咲かせること。その花の中身、
すなわち泥水が大切なのです。そういうお釈
迦さまの教えのようです。いつかまた、唐招提
寺を訪れたいと思います。皆さんも、是非、鑑
賞されてはいかがでしょうか。　 （鈴木道夫）
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